
１ 学校地域の概要

・ＰＴＡ会長 吉本孝之 ・校長 安宅正哉 ・児童数７９９人 ・会員数１，０９３人

・所在地 下関市熊野西町１０番１号

本校は、本州の最西端下関市の中央部に位置し、開校28年目の市内で一番新しい学校である。

近年の宅地造成により児童が増え、児童数が800名前後で市内でも２番目の大規模校となってい

る。地域の方の教育に対する期待も大きく、本校教育に熱心で、協力の気風も高い。「『日本一学

びが好きな学校』をめざすことで、熊野地区を愛し、知・徳・体の調和のとれた子どもを育成す

る」という教育目標を掲げ、日々の教育実践に取り組んでいる。

また、５年前に始まったコミュニティ・スクールの取組をさらに進化させ、学校･家庭･地域が

「地域の子どもの育成」を念頭に置き、学校教育の活性化や教育力の向上ために連携しながら教

育活動を進めている。

また、ＰＴＡ活動もコミュニティ・スクールと連動し、全保護者が連携をして子どもたちの

「育ち」や「学び」を支援するとともに、保護者ボランティアの活性化を進めている。

２ PTAの組織図

子どもの「育ち」と「学び」を支援する保護者ボランティアの活性化

生きる力の育成など

下関市立熊野小学校PTA

平成２９年度指定



３ 研究テーマについて

『子どもの「育ち」と「学び」を支援する保護者ボランティアの活性化』

学校の学習活動支援や教育環境整備を充実させるためには、保護者の理解と協力が必要であ

る。そのために、保護者が学校と連携しながら「保護者としてできること」を考え、「できる

ことをできる時に」を大切にしながら負担を感じない自発的な活動を展開していく。そして、

それらの活動の中で、学校教育への理解を深め、保護者同士の「つながり」を強めながら「や

りがい」も感じられるようにしていく。

また、保護者ボランティアとして、ＰＴＡやコミュニティ・スクールの組織に位置づけ、地

域との連携・協働も進めていきたい。

４ 活動内容

本校の学校支援ボランティアを大きく分けると、４つに分けられる。それらの中核となる「く

まの応援隊」は、学校支援のために、幅広く保護者の支援や地域の教育力を活用する仕組みで

ある。

また、現在のところ、「くまの応援隊」とは別の組織で、企画・運営を自立して活動してい

るボランティア団体が３つある。

これら４つの学校支援ボランティアについて詳しく述べる。

（１）くまの応援隊

くまの応援隊は、本校でコミュニティ・スクールが始まった時に結成された保護者や地域

の方の学校支援ボランティアである。コミュニティ・スクールが始まる前から続いている活

動もあるが、学校からの要請、連絡調整、準備等が円滑に行われるように、窓口を一本化し、

それらを総括するために「ＣＳコーディネーター」を１名置き、支援活動を行っている。

ＣＳコーディネーターの役割は次の通りである。※ＣＳコーディネーターは元保護者

①学校（担任）から学習支援の要請（日時、内容、人数など）

②「くまの応援隊」の登録者に、メールや電話、ホームページで知らせる。

③支援の申し出のあった個人や団体と連絡調整をする。

④支援当日のボランティアの接遇や活動の支援を行う。

⑤活動後に、ボランティアに聞き取りを行い、次の活動に生かすための記録をする。

⑥活動の様子を写真記録して、ホームページやＰＴＡ広報紙に掲載し、広く周知する。

普段からのネットワークづくりに努めている。 口コミで活動の輪が広がっている。

学校情報をきめ細かく伝えている。 「やりがい」を高めていくことが重要



「くまの応援隊」は、賛同者の

登録制である。児童家庭に案内文

書を配付し、地域に回覧して登録

者を募集している。

現在登録数は、メール登録５５

名、電話や文書で依頼の方３５名

の計９０名が登録者である。これ

らの方は、様々な内容に対応でき

るメンバーである。

「くまの応援隊」のボランティア活動は、３つのカテゴリーに分けられ、活動が推進されてい

る。

①学習支援

確かな学力の定着のために、学習支援のボランティアの役割は大きい。今年度から近隣の大

学生（教員養成課程）に夏休みのサマースクール（４日間）や習熟タイム（毎週月・木曜日の

放課後２０分間）の支援をお願いしている。丸付けなどの補助だけでなく、考え方や解き方の

指導も併せて行っている。今後は同時に保護者や地域の方の支援も広めていきたい。

「詩の暗唱確認」も好評である。１年生がその月の詩をしっかりと覚えて、保護者や地域の

方に聞いてもらうために練習に一生懸命励んでいる姿が多く見られている。そして褒められる

ことによりさらにやる気が高まっている。地域の方も「子どもたちががんばり、そして喜ぶ姿

を見て元気がもらえた。」という感想をたくさん受けている。



また、教科指導の中でもたくさんの支援を行っている。

１年生生活科の「昔遊び」の学習では、地域の敬老会や民生委員と連携して広く呼びかけて

参加を募っている。昔の遊びを通して、地域のお年寄りと子どもたちが交流し、会話の中で昔

のことや地域のことを聞くことができて、子どもたちの地域への関心が深まっている。

５・６年生の家庭科のミシン学習では、担任１人だけでは、個別の指導になかなか手がまわ

らなかったが、学習支援を受けてミシンの使い方など少人数でわかりやすく支援することがで

き、学習効果を高めることができた。

ボランティア自身の特技を支援に生かす取組も行われている。クラブ活動では、地域在住の

将棋の有段者や伝統芸能演奏者が指導し、レベルアップした活動が行われている。それ以外に

も、趣味や特技を生かした支援がたくさん行われている。

② 安心・安全支援

子どもたちの安心・安全のためにたくさ

んの支援を受けている。登校の見守りでは、

地域の方数名が毎朝、交通の要所で見守り

をしている。また、保護者も学期に１回程

度、指定された場所で交通当番を行い、子

どもたちの登校の様子を確認して安全管理

に努めている。



また、授業時間中の安全管理のために、

多くのボランティアがかかわっている。特

に水泳学習では、常時２～３名の支援があ

り、シャワーやトイレ、道具の出し入れな

ど、教員が水泳指導に集中できるように、

補助支援を行っている。

また、低学年が生活科で地域を見学する

機会が多いことから、同行して安全管理に

かかわっている。持久走大会も安全管理や

走っている子どもたちの健康管理にしっか

りと目を配って支援している。

③教育環境管理

教育環境の管理にもたくさんのボランテ

ィアがかかわっている。

毎週月曜日に玄関の花を飾っている活動

がある。

今年度から「学校を学び場」として活用

していくために、大人の学習の場にできな

いかと相談したところ、花を学ぶ活動をす

ることになり、「フラワーアレンジメント

教室」が始まった。今年度は３回開催され

た。また、「英会話教室」や「韓国語教

室」も行われ、地域の方や保護者の交流の

場となり、学校に出向くきっかけづくりに

もなっている。

地域の方が「今まで学校に行きたいと思っていた

けど、なかなかきっかけがなかった。この活動に参

加して、学校に行く機会ができてとてもうれしい。

学校で何か私にできることがあったら支援した

い。」という声が多く聞かれた。



この他にも、たくさんの支援が行われている。特に、

印刷支援は学校に好評で、「印刷はボランティアに任せて

ください。その時間を子どもたちのために活用してくだ

さいね」という気持ちで努めている。

「できる時」という気持ちで、手の空く時間を生かし

て、「ちょっとだけボランティア」として、花壇の整備や

草抜き、庭木の剪定のために、短時間だけ来校して活動

している姿も多く見られる。

（２）自主的に活動しているボランティア（３団体）

① 読み聞かせ「てんとう虫の会」

長年行われている活動である。保護者ＯＢが

中心となって活動を進めている。

活動内容は、

①朝学の「読み聞かせ」 ２５回 ９６人

②昼休みの「読み聞かせ」 ７回 １４人

③食育について ４回 １１人

④話し合い・準備 ５回 ４０人

毎回４人、年間のべ１６０人のボランティア

がかかわっている。自分の子どもが卒業しても、

続けて活動する方も多い。子どもたちの聞く姿

勢も育ってきている。

②図書ボランティア

毎月３回程度、会員が集まって活動し

ている。主に図書室の環境管理で、季節

にあった掲示や読書促進の仕掛け、新刊

の貸し出しの手続きや本の修理等を行っ

ている。また、学校目標などの玄関の掲

示なども作成した。本来なら教員の仕事

であるが、積極的に活動することで教員

の業務改善につながっている。年間３

３回、のべ１５０人が参加している。



③熊野小おやじの会

今年度から「熊野小おや

じの会」がついに活動を開

始した。「おもしろくて、

すてきで、少年のように遊

び心を持ち続けているお父

さん」の活躍の場である。

様々な職種や特技の持ち

主の父親たち、もちろん母

親や地域の方、教員も活動

に参加している。この度、

助成を受けて工具や材料を

購入することができた。

みんなで楽しく協力して、

木を切ったり黒くなった床

を磨いたりしながら、「子

どもたちを喜ばすイベント

をしよう！」「もっと学校をきれいにしよう！」などの思いや願いが広がっている。魔法のよう

に、作業があっという間に！限られた時間の中で行われている。そのできあがりに、翌日子ども

たちがびっくりする光景が見られている。

「すべては子どもたちのために」を合い言葉にお父さんたちは楽しく活動している。定期的に

行っている懇親会では、父親と地域の方、教員が交流しながら、学校や子どもたちの話で盛り上

がっている。



会員同士の連絡は主にＳＮＳの「ライン」を活用してい

る。活動のお知らせや出欠席の確認、また活動についての

意見や手順などを情報交換し、当日の活動に生かしている。

会員も口コミで少しずつ増えている。ラインやホームペ

ージに活動の写真を載せて活動の振り返りや宣伝も行って

いる。

熊野小おやじの会は、

「できる時に できることを そして楽しく」

がモットーである。

ボランティア活動の様子を、リアルタイムに

ホームページに掲載している。 その目的は二

つあり、一つ目は活動を学校や地域全体に知っ

てもらうこと、二つ目は、活動した人が自分の

成果を確認し「やりがい」を高めることである。

これまでは、様々なボランティア活動をして

いたものの、周知される機会が少なかった。そ

こで、ホームページで学校や子どもたちの様子、

ＰＴＡ活動、ボランティア活動の様子を、写真

付きでリアルタイムに掲載するようにしている。

それらの反響も大きく、活動自体も多く知られ

るようになった。そして活動に賛同する地域の

方や保護者が、新しいメンバーになるというこ

とも見られるようになった。

５ 成果と課題

保護者ボランティア活動は、ＰＴＡ活動の活性化、そしてコミュニティ・スクールの原動力と

して期待されている。これらの活動は、ＰＴＡ活動では十分に対応できない作業を行ったり、地

域の教育力として学習を支援したりするなど、年々貢献度が高くなっている。そしてかかわる支

援者も少しずつであるが増えている。

「できる時に できることを」これを保護者ボランティア活動のモットーだと考えている。け

れども、学校規模から考えると参加人数は少なく、まだまだ一部の地域の方や保護者だけがかか

わっているのが現状である。少人数であると個人にかかる負担も大きくなり、また多すぎると連

絡や調整がうまくできなかったりなどの課題もある。しかし、かかわる人数が多いことはいいこ

となので、活動内容ごとにグループ（団体）を作るとか、期間や内容を決めて活動を進めるなど

の方法も考えていきたい。

保護者ボランティア活動の活性化のためには、ＰＴＡ活動の充実がポイントであると考えてい

る。保護者の支援活動は、やはりＰＴＡ活動が主体であり、その延長が保護者ボランティア活動

と考えている。今後もＰＴＡ活動が活性化し、保護者の「つながり」や「やりがい」が高められ

ることで、保護者ボランティア活動の活性化につなげていけるようにＰＴＡ活動を推進していき

たいと考えている。


